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ハチガクの学びが進化しました！

令和７年度 八戸市『学生まちづくり助成金』
学生が「まちのためにできること」を考え、挑戦！

第98回選抜高等学校野球大会
八戸学院光星高等学校
硬式野球部14年ぶりベスト８



建学の精神
「神を敬し、人を愛する」

カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成すること
をもって目的とする。  （寄附行為 第３条）

	3	 「宗教学」において理事長講話を開催

	4	 ハチガクの学びが進化しました！

	6	 令和７年度 八戸市『学生まちづくり助成金』
	 	 学生が「まちのためにできること」を考え、挑戦！

	8	 第98回選抜高等学校野球大会
	 	 八戸学院光星高等学校硬式野球部
	 	 14 年ぶりベスト８

	10	 八戸学院の春

	12	 八戸学院TOPICS

	16	 ステラが行く

	17	 ステラ・フォーカス

	18	 八戸学院ひばり野西高等学校　開校に向けて
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●八戸学院第二しののめ幼稚園
　TEL 0178-25-2488
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表紙『避難訓練』
　八戸学院幼稚園では毎月避難訓練
を実施しており、５月は火災想定の訓
練を行いました。火災の発生ととも
に園児は防災頭巾を被り待機、そのあ
と教職員の誘導で「お・は・し・も」の
お約束を守り避難します。煙を吸い
込まないよう口に手を当て、上手に避
難ができました。

光星高

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

「宗教学」において理事長講話を開催 ［4/9］
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。
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。
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献
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た
に
し
ま
し
た
。

交通安全講話会と
SNSスマホ安全講話会を開催 【4/30】

　全校生徒を対象に交通安全講話会及びSNSに係る講話会が開催されました。
　令和８年４月１日から道路交通法が改正され、自転車にも青切符が適
用されることから、ヘルメットの着用や夜間のライトの点灯の徹底、自転
車（軽車両）の右側通行やイヤホンを使用しながらの運転禁止など、八戸
警察署交通課交通安全対策係の担当者から基本的なルールや順守するべ
き新しい内容について講話していただきました。
　また、SNS講話会では、インターネットによる拡散から発生する犯罪につい
て、著作権の侵害や恐喝罪、
傷害罪などに発展したトラブ
ルの実例が挙げられました。
　生徒の身近なところで関わ
る内容の講話会であったこと
から、新しい制度を知り、自
分自身の行動を見直す機会と
なりました。
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八戸学院大学・八戸学院大学短  期大学部の改組再編が行われ、
令和8年4月から新たな学  びがスタートしました。

令和8年の第1回オープンキャンパスが3月7日（土）に開催されました。「在学生による学科の魅力発信」をはじめ、
学科紹介、体験授業、保護者向け奨学金説明会、キャンパスツアー、個別相談会、学食体験が行われました。

地域共創学部地域共創学科

看護学部看護学科

企業経営コース
地域企業との連携を通じて、実社会で活用できる知識
とスキルを学びます。

主に流通系・情報系の企業、会計事務所など目指せる職業

公共政策コース
国や地方公共団体における施策や決定方法、機能、在
り方について学びます。

主に公務員、金融機関など目指せる職業

目指せる職業

地域産業コース
地域独自の多彩な魅力を知り、地元の産業や観光の振
興について学びます。

主に観光関係、食品関係の企業など

人間健康科学部人間健康科学科

健康教育コース
教育職（保健体育、養護、保健、看護）を目指します。
　　　小学校教諭二種免許状の取得できる教員養成課程を新設

健康心理コース
心理学について学び標準的な知識を修めたことを認
定する認定心理士の資格取得を目指します。

健康管理士コース
予防医学のスペシャリストである健康管理士一般指
導員の資格取得を目指します。

健康福祉コース
国家資格である社会福祉士の資格取得を目指します。

健康スポーツコース
科学的根拠に基づく運動プログラムを作成し、効果的
に指導・運営するための知識と技能を学びます。

病院実習・学内演習の充実で実践力を磨く
医療現場で、適切な判断に基づく高い技術を発揮できる確かな実践力
を備えた看護師を育てます。

学部独立によって教育内容をより充実させ、
質の高い看護人材教育を実現

看護の精神を育む少人数制教育
経験豊富な教員による少人数教育を採用し、一人ひとりに手厚い指導
で、自信を持って活躍できる看護師を育成します。

国家試験合格をしっかりサポート
看護師・保健師の国家試験合格を目指し、対策講座や模擬試験などを早
い時期から実施し、合格実現をサポートします。

NEWNEW

こども教育学科

保育のプロを育成する実習主義・現場主義
幼稚園や保育所で実際に仕事を体験し、実習カリキュ
ラムによって実践力を身につけ、保育の現場で活躍で
きるプロフェッショナルを育成します。

ゼミナール活動を通した少人数制教育
教員の専門性を活かした少人数制のゼミナール活動
で学生を指導します。

３つの系列幼稚園との連携
学科の学びに通ずる保育の理念が実践されている系
列幼稚園で実習し、保育理念を豊かに実現します。

長期履修制度により、2年コースと同じカリキュラム
を主に午前の時間を使って学びます。

じっくり学べる3年コースも選択可能

下北地域の保健医療活動や健康増進等に看護の実践者として貢献できる
人材を育成します。

令和7年4月に「むつ下北キャンパス」を開設

介護福祉学科

個々に応じた学習で国家試験受験をサポート
国家試験合格に向け対策講座や模擬試験を実施する
他、一人ひとりに寄り添った指導を展開し、個別学習
でサポートします。

充実の教授陣による丁寧な指導
福祉現場のスペシャリストを講師に招き、介護業界の
最先端の知識と技術を身につけます。

国際的な感覚を身につけながら学ぶ
国際化が進む介護業界を見据え、学内での相互交流を
通じて国際感覚を養う機会づくりに取り組んでいます。

人間健康科学科３年次編入による介護福祉士
と社会福祉士のダブルライセンス取得を支援

ハチガクの学び が進化しました！

八戸学院大学八戸学院大学短期大学部

HACHIGAKU OPEN CAMPUS 2026がスタートHACHIGAKU OPEN CAMPUS 2026がスタート

SNSでハチガクの最新情報発信中！

X Instagram Facebook
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大学

楊ゼミ多様な背景を持つ人が共に暮らしやすいまちづくりを目指し、高校生を対象に、外国人講師による
異文化交流ワークショップを実施し、相互理解と尊重の意識を育みました。

韓国人留学生と学ぶキンパ作り体験（八戸北高校）

短大

渡邉ゼミ

預かり保育児童を対象に、造形遊具を使ったワークショップ
を行い、創造的な育ちを支援するとともに、保護者と地域の
交流を促進する場をつくりました。

廃材を活用した世界に一つだけの弓矢づくりに挑戦中

短大

介護福祉
学科

認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを目指し、寸劇やクイズ、体操を通じて、地域住民や子どもたちに
認知症と予防への理解を広げる講座を実施しました。

認知症サポーター養成講座を通じて、地域の子どもたちへ認知症理解を広げる活動を展開 高齢者サロンでの体操・交流活動を通じて、世代を超えたつながりづくりを実践手作りの魚釣りゲームと、感触が楽しいスライム作り

大学

加来ゼミ

生乳を活用した6次産業化製品の開発による酪農家の地
位向上を目指し、韓国で注目を集めたカイマックの試作
を行いました。

新商品開発のコンセプトとパン作り講座（講師：地域おこし協力隊 津久井氏）

おいらせイオン30周年記念でのカイマック試食会

中国人留学生と学ぶ漢服の歴史・体験（八戸高校）

大学

川守田ゼミコロナ禍以降に課題となっているフラワーロスに着目し、廃棄予定の花を活用したイベントや展示、カフェ
を企画・運営して、花に親しむ機会を創出しました。

館鼻岸壁朝市にて、ロスフラワーのプレゼントとアンケート調査を実施 学生たちによる、フラワーロス削減に向けた取り組みの成果発表の様子

まちづくりコンペデティション で活動成果を発表しました。
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第98回選抜高等学校野球大会

八戸学院光星高等学校 硬式野球部 14年ぶりベスト8
第98回選抜高校野球大会を振り返って

　２年振り12回目の選抜大会は、前回の出場に引き続き開幕初日の試合となりました。対戦校は秋の明治神宮大会にも出場
した中国地区優勝の「崇徳高校」となり、とても厳しい初戦を迎えることとなりました。先発の北口が先制を許し、苦しい展
開ではありましたが、何とか好投手を攻略し、同点のまま延長10回タイブレークに突入、打線が奮起し大量得点を叩き出し、
初戦を突破することができました。
　続く２回戦では、近畿地区代表の「滋賀学園高校」と対戦、先制したものの追いつかれ、また引き離したがすぐに追いつか
れるという展開ではありましたが、最後は僅差で逃げ切り勝利しました。準々決勝進出は実に14年振りのことでした。
　迎えた準々決勝は強豪「中京大学附属中京高校」との対戦で、ミスから失点を許し、打線も振るわず僅差で敗れました。
　このチームは主将の北口を中心にとても素直な選手が揃っているため、さらに磨きを掛けチーム力を上げて選手権大会の
出場を勝ち取ってほしいと思っています。
　甲子園出場の度に、多くの方々からのご寄付を受けて、甲子園という大舞台で試合をさせていただくことに感謝しかあり
ません。今後も応援してくださる皆様のご期待に添えるよう、日々精進して参ります。

硬式野球部　部長　小坂 貫志

仲井監督・北口主将 「一問一答」！

応援隊の裏側を紹介

14年ぶりのベスト８になった硬式野球部 仲井監督、北口
主将に今大会の振り返りと、今後に向けた意気込みを尋ね
てみました。

普段は見れない、応援隊の裏側をお見せいたします
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追
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写真提供：デーリー東北新聞社（左・中3/28、右3/20）応援隊の出発式の様子 現地の吹奏楽部の様子 残留部隊もメガホンを持って応援している様子
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か
ら
１
点
差
の
試
合
が
続
き
思
う
よ

う
な
プ
レ
ー
が
で
き
な
い
中
、
粘
り
強
く
戦

い
抜
き
、
一
人
一
役
を
全
う
し
た
結
果
が
ベ

ス
ト
８
と
い
う
成
果
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

◎
夏
の
青
森
県
大
会
（
甲
子
園
予
選
）
へ
向
け

て
。

【
仲
井
監
督
】

　
春
に
引
き
続
き
１
戦
必
勝
で
戦
い
、
創
立

70
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
甲
子
園
出
場
、

そ
し
て
皆
様
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
挑
み
ま
す
。

【
北
口
主
将
】

　
入
学
し
て
か
ら
夏
の
選
手
権
予
選
を
制
覇

し
て
い
な
い
の
で
、
今
夏
は
是
が
非
で
も
３

年
振
り
の
頂
点
を
目
指
し
実
現
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
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八
戸
学
院
大
学
・

八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学
部
入
学
式

　
令
和
８
年
度
八
戸
学
院
大
学
・
八
戸
学
院
大
学
短
期

大
学
部
の
入
学
式
が
、
４
月
６
日
（
月
）
八
戸
学
院
総

合
体
育
館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、
大
学
２
５
２
名
、
短

期
大
学
部
83
名
の
新
入
生
が
学
生
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
入
生
を
代
表
し
て
短
期
大
学
部
こ
ど
も

教
育
学
科
の
中
村
向
日
葵
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
美
保
野

キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
大
学
生
・

短
大
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

ま
い
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
」と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
八
戸
学
院
系
列
三
園
の
園
児
６
名
が
お
祝

い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

こ
ど
も
教
育
学
科
の
学

生
に
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ

て
登
場
し
た
園
児
た
ち

は
、「
勉
強
や
た
く
さ
ん

の
活
動
を
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
お

姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

た
く
さ
ん
遊
ぶ
の
を
た

の
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
、
緊
張
し
な
が
ら
も

笑
顔
で
歓
迎
の
こ
と
ば

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校
入
学
式

　
４
月
７
日
（
火
）
に
八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校
の
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
、
今
年
度
は
３
１
４
名
の
新
入
生
が

希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
お
祝
い
に
、
八
戸
学
院
幼
稚
園
の
園
児
６
名
が
駆

八
戸
学
院
幼
稚
園
入
園
式

　
４
月
５
日
（
日
）
の
入
園
式
で
、
八
戸
学
院
光
星
高
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
数
々
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
り
、
人
気
グ
ル
ー
プ
の

大
ヒ
ッ
ト
曲
や
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
有
名
ア
ニ
メ
の

主
題
歌
な
ど
を
演
奏
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
生
の
演
奏
を
聴
く
子
も
い
た
よ
う
で
、
最
初
は
緊

張
し
た
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
手
拍
子
を

し
た
り
立
ち
上
が
っ
た
り
と
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
演

奏
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が

印
象
的
で
、
思
い
出
に
残
る
ひ

と
時
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

幼
稚
園
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
行
事
な
ど
を
通
じ
て
高
校

生
と
の
触
れ
合
い
の
機
会
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
高
校
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

系
列
の
八
戸
学
院
幼
稚

園
は
、
光
星
高
校
の
校

舎
と
隣
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
校
の
中
庭

に
園
児
が
遊
び
に
来
て
、

吹
奏
楽
部
の
中
庭
コ
ン

サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た
り
、

高
校
生
と
触
れ
合
う
な

ど
、
日
常
生
活
の
中
で
、

園
児
と
高
校
生
の
声
が

飛
び
交
う
交
流
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

法
人
内
連
携

　令和8年度入学式が挙行され、60名の
生徒が入学しました。令和9年4月より
校舎を五戸町に移転し、校名も「八戸学
院ひばり野西高等学校」に変更となり、
「八戸学院野辺地西高等学校」としては最
後の新入生です。新入生代表として一戸
柊斗さんが「良き生徒として夢と希望に
向かって努力することを誓う」と宣誓し
ました。橋場保人校長先生からは、「こ
の特別な1年を大切にしていただき、歴
史と伝統のかけ橋となるように」と言葉
があり、法官新一理事長先生からは、「野
辺地西高校から、ひばり野西高校へ歴史
を積み重ねる役割を担い、地域の期待に
応えられるよう、一緒にこのミッション
を果たしていこう」と挨拶がありました。

1011



八戸学院 TOPICS八戸学院 TOPICS

　今春卒業した介護福祉学科の学生10名全員が、1月に行われた介護福祉
士国家試験に全員合格しました。学科では、１年次から定期試験問題に
国家試験を見据えた内容を取り入れ、２年次からは毎月模擬試験を実施。
この他、対策講座や教員による個別指導を行うなど国家試験に向けて準
備を進めてきました。合格率100 ％達成は平成14年度以来２回目になり
ます。
　10 名の合格者には留学生２名も含まれており、シャナヤ・オマラさん
は「合格できて安心した。利用者の気持ちに寄り添える介護福祉士にな
りたい」と笑顔で語りました。

　SG GROUPホールはちのへ（八戸市公会堂）において、系列３
幼稚園の園児と幼児保育学科の学生による合同発表会「星の子シ
アター」を上演しました。
　第１部では、音楽劇『ノアの方舟』を披露。八戸学院幼稚園、八
戸学院聖アンナ幼稚園、八戸学院第二しののめ幼稚園の園児と学
生が共演し、天地創造から虹の約束までを表情豊かに表現しまし
た。 動物になりきった園児たちが方舟へ乗り込む愛らしい姿や、
ホールに響き渡った合唱「虹のむこうに」「With Christ」の歌声
に、会場からは惜しみない拍手が送られました。
　第２部では、幼児保育学科２年生がミニオペレッタ２作品を上演しました。学生たちはこの日に向けて、仲間と対話を重
ね、衣装や小道具の準備、演出の工夫に励んできました。舞台で見せた豊かな表現力と団結力は、春から保育者として歩み
出す学生たちにとって、大きな自信になりました。

　この度、八戸ライオンズクラブ様より、ペットボトルキャップの寄贈
をいただきました。贈呈式では、菅原孝明会長より、会員の皆様が丹精
込めて集められたキャップ42kgを介護福祉学科・鈴木ゼミの学生が直接
受け取りました。
　鈴木ゼミでは、4年前から開発途上国の子どもたちにワクチンを届ける
ため、認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを 日本委員会（JCV）」へ
の寄付活動を継続しています。今回いただいたキャップも、支援活動の
一環として大切に活用させていただきます。

　大学会館にて令和８年度「強化指定部壮行会」が開催
されました。当日は各部の指導者や学生ら約400名が出
席し、新年度の活躍に向けた決意を新たにしました。
　今年度は、強化指定部 12 団体と学長戦略指定部 2 団体
の計14団体が認定され、小林学長から各部へ認定書が授
与されました。これを受け、強化指定部を代表して自転
車競技部の嵯峨希来さんが「強化指定部としての誇りを
持ち、競技はもちろん、勉学や地域貢献活動にも精一杯
打ち込みたい」と力強く誓いの言葉を述べました。
　昨年度は多くの部が全国舞台で輝かしい成績を残しま
した。今年度も、さらなる高みを目指して挑戦を続ける
学生アスリートたちへ、温かい応援をよろしくお願いい
たします。

　健康医療学部看護学科の第 10 回宣誓式が開催されま
した。来賓、保護者、１年生、そして教職員に見守られ
るなか、２年生 59 名はナイチンゲール像から看護の灯

（ともしび）を受け継ぎ、自らが目指す看護師像を厳かに
宣誓しました。
　式典において小林学長は、「本学での４年間で高度な
看護技術を身に付けた医療従事者を目指すとともに、医
療全体の進歩に貢献できる探求心と研究心を体得してほしい」とお祝いの言葉を贈りました。
　宣誓者を代表して登壇した看護学科２年の四作美結さんは、「一人ひとりの声に耳を傾け、尊厳と権利を尊重できる看護師
を目指したい」と力強く決意を述べました。

　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部は、フィリピンのアテネオ・デ・
ダバオ大学と、相互の友好親善および国際学術協力の促進を目的とした覚
書（MOU）を締結しました。
　今回の覚書には、「学生や教職員の人的交流と教育プログラムの実施」「研
究・学術活動における相互協力」、そして「包括的な大学間連携」の推進が盛
り込まれ、今年度より長期休暇を活用した学生向けの海外語学研修がス
タートする予定です。調印式はオンライン形式で執り行われ、アテネオ・
デ・ダバオ大学学長のカレル・S・サン・ファン神父は、「この覚書の締結は単
に大学同士の結びつきに留まるものではなく、国と国とを結ぶ大きな意義
を持つものである」と両国の架け橋としての役割を強調しました。これを受け、大学・短期大学部を代表して小林学長が「この度
の締結を機に、学生たちがより広い世界に目を向け、海外への興味を持つ重要なきっかけとなることを期待したい」と述べました。

介護福祉学科10人全員合格

星の子シアター 【2/14】

ペットボトルキャップの寄贈をいただきました 【4/9】

強化指定部壮行会～活躍を誓って～ 【4/10】

宣誓式～２年生59名が誓う「理想の看護師像」～ 【5/9】

ダバオ大学と覚書（MOU）を締結
〜国際交流の促進とグローバルな人材育成を目指して〜 【4/10】

大　学

大　学

大　学

短　大

短　大

短　大

短　大

強化指定部（12 団体）
硬式野球部、男女サッカー部、男女バスケットボール部、男女ラグビー部、
スケート部（アイスホッケー部門・スピードスケート部門・フィギュア
スケート部門）、陸上競技部、自転車競技部、ゴルフ部、弓道部

学長戦略指定部（2 団体）
柔道部、スポーツクライミング部

　令和７年度の介護福祉士国家試験において、本学科は留学生を含め合格率100％を達成しました。全国平均70.1％とい
う状況の中、学修成果の可視化、分析に基づく個別指導を積み重ねた成果であると捉えています。この結果を大きな自信と
し、今後も多様な学生に対応した支援を充実させ、全員合格の継続と教育の質の向上に努めてまいります。

介護福祉学科　学科長　小川 あゆみ

幼稚園
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光星高

光星高

光星高

八戸学院 TOPICS

　４月に開校した通信制課程で、最初のスクーリング（対

面指導）が行われました。YSアリーナで行われた体育で

は、緊張をほぐし体を動かすことを目標に、ボールを使った

体つくり運動を行いました。翌日の廿三日町キャンパスで

のスクーリングは、多少の緊張感を抱えながらも有意義に

終えることができました。週１回のスクーリングは、先生

から直接指導してもらえる貴重な機会です。出席した生

徒は、真剣な態度でスクーリングに参加していました。

　今後は学校行事や総合的な探究の時間も使いながら、生徒のみなさんに楽しいと思ってもらえる機会を積極的に設

けていきたいと思っています。

　地震により生徒会館から火災が発生した想定で避難

訓練が実施されました。

　昨年の 12 月８日には青森県東方沖を震源とするマグ

ニチュード 7.5 最大震度６強、４月 20 日には三陸沖を震

源とするマグニチュード 7.7 最大震度５強の地震が発生

し、津波警報が発令されていることから、生徒と教職員

は訓練実施要項に基づき、迅速で安全な避難を実践形式

で確認しました。

　当日は雨の降る中での訓練となりましたが、教員の的確な避難誘導や人員確認、生徒自身による自分の命は自分で守

る行動など、災害時に慌てないよう、命を守るための正しい行動習慣を身につけることができました。

　スポーツ科学コースの野外実習として『トレッキング』

が開催されました。

　会場となったみちのく潮風トレイル（種差海岸区間）

は、世界でも珍しい海岸沿いのトレイルで、起点の葦毛

崎展望台から種差海岸までの約７㎞は、起伏の少ないゆ

るやかな道が続く歩きやすいコースが特徴です。

　季節の草花が咲き乱れる美しい岩礁地帯や貴重な「鳴

き砂」の浜、波打ち際まで広がる天然芝生地など、変化に

富んだ絶景を味わいながらじっくり歩いた生徒たちは、多彩な地元の歴史や文化を肌で感じることができ、自然との共

生や仲間との協働を通じて、郷土愛と団結力を育みました。

通信制課程スクーリング（対面指導）が開始 【4/14】

災害に備える避難訓練 【5/1】

みちのく潮風トレイルに挑戦 【5/12・5/15】

お笑い芸人「ヤーレンズ」来校 【4/10】

生徒総会 【4/27】

野辺地町在学青年ボランティア 【5/23】

　本校サッカー部の応援大使を務めていただいているお笑い

芸人・ヤ―レンズのお二人が来校され、トレーニングルームや

グラウンドなどで部活動の様子を取材していただきました。

まだ雪が多く残る厳しい環境から全国の舞台を目指し練習に

取り組む部員の逞しい様子を見て、笑いを交えながら感動と

称賛の言葉をいただきました。お笑い界最高峰のM-1グラン

プリで頂点を目指すヤ―レンズさんに応援していただきなが

ら、２年連続での全国大会出場を目指しサッカー部は今日も

活動しています。

　生徒会執行部が中心となり、令和８年度生徒総会が

開催されました。生徒会長の川村翔さんより今年度の

生徒会目標として、「明るく、元気よく、爽やかに、チャ

レンジ精神」が掲げられ、今年度も学校の活性化を目

指して、朝の挨拶運動を継続することや、学校移転前

最後の１年となる今年度の学校行事を大いに盛り上

げ、良い思い出を全生徒の心に刻むことができるよう

に一丸となって取り組むという活動方針が示されまし

た。その後、令和７年度の収支決算報告・監査報告が

行われ、次いで、令和８年度予算案の提示・承認がなされました。専門委員会の各委員長からも活動計画や目標が発表

され、生徒が一丸となって学校運営の一部に携わるという自覚が見られる生徒総会となりました。

　野辺地町教育委員会と野辺地町在学青年ボランティア会

主催の、町内の清掃ボランティアが実施され、本校からは

生徒と教員が参加しました。当日は野辺地町役場を出発し

て、商店街から野辺地駅までの道沿いのごみ拾いを行いま

した。参加した生徒からは、「いつもお世話になっている町

に貢献することができた。また、他校の生徒とも一緒に活

動することで、互いに交流できる良い機会だった」、「野辺地

西高校としてのボランティア活動は今年度で最後となるが、

最後まで積極的に参加して、町に貢献したい」といった感想

が聞かれました。

野西高

野西高

野西高
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八戸学院３幼稚園
マスコットキャラ

ステラが行く
vol.29  

ス
テ
ラ
・
フ
ォ

ー

カ
ス

　

八
戸
学
院
幼
稚
園
は
、
開
園
以
来「
あ
た
た

か
く
や
さ
し
い
幼
稚
園
」を
教
育
理
念
と
し
、

こ
の
春
、
第
20
回
目
と
な
る
入
園
式
が
行
わ
れ
、

在
籍
人
数
１
３
６
名（
５
月
１
日
現
在
）で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
園
長
と

し
て
迎
え
た
４
月
、
こ
の
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ

て
、
印
象
的
だ
っ
た
場
面
に
本
園
の
魅
力
だ
な

と
感
じ
た
こ
と
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
ア
ン
ソ
ニ
ー
先
生
の
英
語
教
室
」で

す
。
初
め
て
の
英
語
教
室
に
ガ
チ
ガ
チ
に
緊
張

し
て
い
た
年
長
児
た
ち
。
ゲ
ー
ム
、
絵
本
な
ど

を
通
し
て
、
英
語
を
楽
し
い
も
の
と
し
て
認
識

す
る
の
に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
ノ
リ
ノ
リ
に
変
容
し
て
い
く
の
は

ま
る
で
魔
法
に
か
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
法
人

内
連
携
に
よ
る
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
ひ
と
こ
ま
で
し
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
放
送
の
合
図
で
保
育
者
の

も
と
に
集
ま
っ
た
り
、
机
の
下
で
ダ
ン
ゴ
ム
シ

の
ポ
ー
ズ
を
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

保
育
者
の
徹
底
し
た
指
導
、
そ
の
積
み
重
ね
が
、

安
全
行
動
の
習
得
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
安
全
・
安
心
で
き
る
生
活
へ
の
取
り

組
み
も
ま
た
、本
園
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
日
々
の
活
動
の
中
で
も
、
年
齢
や
ク

ラ
ス
の
活
動
時
間
や
場
所
を
工
夫
し
て
、
自
然

に
互
い
の
姿
が
目
に
入
っ
た
り
、
交
流
が
生
ま

れ
た
り
す
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

異
年
齢
間
の
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
に

と
て
も
重
要
で
す
。
年
上
の
子
ど
も
は
、
年
下

の
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
で
他
者
へ
の
思
い
や

り
の
気
持
ち
や
態
度
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
、
年
下
の
子
ど
も
は
年
上
の
子
ど
も
の
姿
に

あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
を
抱
き
、
そ
れ
が
活
動
の

意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
遊
び
や
成
長
の
様
子
を

写
真
と
解
説
で
視
覚
的
に
記
録
・
発
信
す
る
取

り
組
み
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

に
メ
ー
ル
配
信
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
的
な

発
信
に
な
ら
な
い
よ
う
に
廊
下
に
掲
示
す
る
こ

と
で
、
参
観
日
や
送
迎
時
な
ど
に
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
で
立
ち
止
ま
る
保
護
者
に
声

を
か
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
然
な
や
り
と

り
が
発
生
し
ま
す
。
日
常
的
な
対
話
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
保
育
者
の
意
図
、
学
び
の
プ
ロ

セ
ス
を
伝
え
、
こ
の
こ
と
が
連
携
の
強
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
本
園
の
特
色
あ
る
教
育
を
充
実

さ
せ
、
本
園
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し
て
、

一
層
魅
力
あ
る
幼
稚
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八戸学院第二しののめ幼稚園

八戸学院聖アンナ幼稚園

親子で楽しむおやつ作り

春を感じに行こう！ ～春の季節祭～

　本園では食育の一環として、畑仕事、収穫体験、お料理会
や絵本等を通して「楽しく食べる体験」を深めながら、食への
関心を持つことをねらいとした取り組みを行っています。今

年度最初の参観日
は楽しく、おいしい
時間を過ごしてい
ただこうと「親子で
楽しむおやつ作り」
を計画し、園長先生
のご指導のもと「お
やつパン」と「カップ
フルーツ」を作りま

　本園では、季節ご
とに『季節祭』と称
する行事を開催し
ています。子ども
たちにいろいろな
感覚を通してその
季節を感じ取って欲
しいというねらいを
持っています。４月

17日（金）に『春の季節祭』で三八城公園までお花見に出
かけました。うららかな春の日、満開に咲いた桜と遠くに
くっきり見える八甲田山、高台から望む市街地のあちらこ

八戸学院幼稚園
トマトの苗植えに初挑戦

　株式会社SHIKATAさんとピア
ドゥさんの共同企画にお誘いいた
だき、５月１日（金）に年長児がトマト
の苗植えを体験しました。今回が
初の試みということもありバスに
乗って階上町へ。「先生まだー？」と
到着を待ちわびる子どもたちも、
広大な敷地や巨大なビニールハウ
スが見えると大興奮でした。ドキ
ドキ感やワクワク感のなか準備を
してハウスに入り、説明を聞いたあ
と決められたスペースにひとつひ

ちらに咲く桜の花にも心を動かされながら、子ども
たちは元気に散策をしました。木の洞や小さな虫た
ちを発見しては注意深く観察したり、触ったり匂いを
嗅いだり…。五感全部を使って春を満喫しました。
お昼には近くの南部会館
まで足を延ばし、八戸の歴
史ある建物で手作りの美
味しいお弁当をいただき
ました。広い畳の部屋や
素敵な庭園などから、普
段の生活ではなかなか味
わうことのない厳かさを
感じ取っているようでした。 八

戸
学
院
幼
稚
園

　
『
あ
た
た
か
く
や
さ
し
い
幼
稚
園
２
０
２
６
ス
タ
ー
ト
！
』

　
　
　
　
　
　
　

  

～
魅
力
あ
る
幼
稚
園
を
目
指
し
て
～

した。ホットケーキミックスを
使ったおやつパンでは、卵を割
る、生地を混ぜる、カップに注ぐ、
トッピングの作業があり、親子
で楽しみながら作り進める様子
が見られました。焼き上がりを
待つ間は、フルーツを切る作業
です。包丁を使うということで
子どもたちは一気に真剣な表
情になりました。出来上がった
パンはみんなでおいしくいただき、子どもたちからも「おう
ちでも作ってみよう！」ととても好評でした。

とつ心を込めて苗を植えました。マスコットキャラクター「くぴ
あ」くんとの出会いもあり、子どもたちにとってはとても思い出
深い園外保育になりました。今回の活動を通して苗の扱い方
を知り、トマトへの興味や関心がより一層高まった一日でした。
　９月には収穫体験を
予定しており、植えた
苗のことを話題にしな
がらトマトを何か調理
に活かすことができな
いか検討しています。
どんな大きさや姿にな
るのか、トマトの生育
がいまから楽しみです。

楽しいね！英語教室

いのちを守る練習お花見給食での交流
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２ 

ひ
ば
り
野
西
高
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

　

開
校
に
あ
た
り
、
準
備
室
で
は
ひ
ば
り
野
西

高
校
が
育
む
志
や
夢
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
描
き
ま
し
た
。

⑴
法
人
建
学
の
精
神

「
神
を
敬
し
、人
を
愛
す
る
」

⑵
校
訓

「
正
義
」　

常
に
正
し
く
生
き
、
公
徳
を
守
り
、

純
粋
な
心
の
持
ち
主
で
あ
れ
。

「
賢
明
」　

い
つ
も
明
る
く
、や
さ
し
い
心
を
持
っ
て
、

明
敏
な
判
断
力
の
持
ち
主
で
あ
れ
。

「
剛
毅
」　

た
く
ま
し
い
心
身
で
、
気
性
が
強
く
、

強
固
な
意
志
の
持
ち
主
で
あ
れ
。

⑶
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン

〇
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
た
く
ま
し
く
未

来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
力
や
協
働
す
る
心

を
育
て
る
学
校

〇
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
貢
献
活
動
を
通
し
て
、利
他

の
心
と
公
徳
心
を
養
い
、
自
己
有
用
感
を
育

む
学
校

　

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校
の
令
和
9
年

4
月
移
転
・
普
通
科
設
置
に
向
け
、
令
和
7
年

度
に
本
法
人
内
に「
野
辺
地
西
高
校　

旧
五
戸

高
校
移
転
・
開
設
準
備
室
」が
設
置
さ
れ
、令
和

7
年
9
月
29
日
に
は
法
官
新
一
理
事
長
と
若
宮

佳
一
五
戸
町
長
か
ら
新
校
名『
八
戸
学
院
ひ
ば
り

野
西
高
等
学
校
』が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
開
設
に
向
け
た
動
き
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、

「
八
戸
学
院
ひ
ば
り
野
西
高
等
学
校
開
設
準
備

室
」と
し
て
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
開
校
に
向
け
た
準
備
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
回
は
ひ
ば
り
野
西
高
校
の
開
校
に
か
け
る

想
い
や
夢
と
施
設
等
の
準
備
状
況
等
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１ 

野
辺
地
西
高
校
か
ら
ひ
ば
り
野
西
高
校
へ

　

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校
は
１
９
７
３

年
、
当
時
の
む
つ
・
小
河
原
開
発
計
画
や
上
北
・

下
北
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
と
い
う
重
要

な
使
命
を
担
い
、
光
星
学
院
野
辺
地
工
業
高
等

学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
普
通
科
や
保
育
科
、
情
報
科
、

自
動
車
科
な
ど
を
増
設
し
、
１
９
９
７
年
総
合

学
科
へ
の
転
換
に
伴
い
、
光
星
学
院
野
辺
地
西
高

等
学
校
と
校
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
総

合
学
科
の
系
列
再
編
を
経
て
八
戸
学
院
野
辺
地

西
高
等
学
校
に
校
名
を
変
更
し
、
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
、
地
域
社
会
を
支
え
る
有
為
な
人
材

を
輩
出
し
、
地
域
と
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
校
舎
の
老
朽
化
や
耐
震

上
の
課
題
、
生
徒
数
の
減
少
と
い
っ
た
問
題
も
あ

り
、
五
戸
町
か
ら
の
積
極
的
な
誘
致
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
50
年
以

上
に
わ
た
り
築
き
上
げ
て
き
た
野
辺
地
西
高
校

の
伝
統
を
土
台
と
し
、
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
し
て
、
校
名
を
八
戸
学
院
ひ
ば
り

野
西
高
等
学
校
に
変
更
し
、
五
戸
町
に
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〇
高
い
志
を
育
み
、
郷
土
を
愛
し
、
社
会
の
期
待

に
応
え
る
実
践
力
を
育
む
学
校

⑷
グ
ラ
デ
ュエ
ー
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

〇
心
身
と
も
に
健
康
で
、知（
学
力
）・
徳（
豊
か

な
人
間
性
）・
体（
健
や
か
な
身
体
）の
調
和

の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」を
備
え
た
生
徒
を

育
て
る
。

〇「
高
い
志
」と
「
主
体
性
」を
持
っ
て
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
、
郷
土
の
未
来
を
担
う
生
徒
を

育
て
る
。

〇
国
際
化
・
情
報
化
に
対
応
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
・
情
報
活
用
能
力
・
語
学
力
を
備

え
た
生
徒
を
育
て
る
。

⑸
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

「
五
戸
の
地
で
更
な
る（
新
た
な
）学
び
を
」

「
ひ
ば
り
野
西
の
独
自
性
を
活
か
す
」

三
つ
の
柱

〇「
ス
ポ
ー
ツ
」を
軸
と
し
た
教
育

〇
地
域
と
の
協
働
を
重
視
し
た
教
育

〇
法
人
内
上
級
学
校
と
連
携
し
た
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
高
大
連
携
）

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
教
育
課
程（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
）と
し
て
普
通
科
の
教
育
課
程
を
通
し
て
、一

人
ひ
と
り
の
学
習
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
体
系
的

な
教
育
や
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、学
習
の
安
定
化
・
共
通

化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
社
会
の
期
待
に
応
え
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
普
通
科
内
に
地
域
と
世
界
の
視

点
、
そ
し
て
心
身
の
鍛
錬
と
人
間
力
向
上
を
軸

と
し
た
2
つ
の
探
究
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
探
究
コ
ー
ス

・
地
域
と
の
連
携
の
中
で
、
部
活
動
と
連
動
さ

せ
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
資
質
向
上
と
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
間
形
成
を
促
す
と
と

も
に
、
社
会
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め

ざ
し
ま
す
。

・「
保
健
体
育
」や
学
校
設
定
教
科「
体
育
」の

学
び
と
部
活
動
を
連
動
さ
せ
つ
つ
、
ス
ポ
ー

ツ
の
持
つ
魅
力
な
ど
を
学
び
、
各
自
の
競
技

力
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
グ
ロ
ー
カ
ル
探
究
コ
ー
ス

・「
地
域（Local

）」を
深
く
知
り
、「
世
界（Global

）」

の
視
点
で
物
事
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
、

郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
地
域
や
社
会
に
貢

献
す
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
学
校
設
定
教
科「
グ
ロ
ー
カ
ル
探
究
」や「
教

養
」の
中
で
、「
国
際
探
究
」と「
五
戸
探
究
」、

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
の
科
目
を
設

定
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
習
で
は
五
戸
町
を

は
じ
め
、
地
域
の
方
々
や
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
積
極
的
な
連
携
と
協
働
の
中
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
展
開
し
ま
す
。

・
八
戸
学
院
大
学
と
連
携
し
て
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
も
学
び
ま
す
。

⑹
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

〇
本
学
を
志
望
す
る
動
機
が
明
確
で
あ
り
、
自

分
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
で
き
る
生
徒

〇
己
を
律
し
、
協
調
性
を
も
っ
て
集
団
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒

３ 

ひ
ば
り
野
西
高
校
の
部
活
動

　

ひ
ば
り
野
西
高
校
の
部
活
動
の
柱
は
サ
ッ
カ
ー

部
で
す
。
野
辺
地
西
高
校
で
築
き
上
げ
た
伝
統

と
思
い
を
胸
に
、ひ
ば
り
野
西
高
校
と
い
う
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
全
国
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
創
部
予
定
と
し
て
相
撲
部
や
ダ
ン
ス
部

（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
）、
テ
ニ
ス
部
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
相

撲
部
に
つ
い
て
は
、
近
年
相
撲
人
口
は
決
し
て
多

く
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
県
南
地
域
や

岩
手
県
北
地
域
で
は「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」が
比
較

的
盛
ん
で
あ
り
、
地
域
や
関
係
者
の
要
望
も
あ

り
、
専
門
の
指
導
者
を
迎
え
て
創
部
す
る
予
定

で
す
。
ダ
ン
ス
部
は
近
年
競
技
人
口
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
そ
の
活
動
は
地
域
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

等
が
中
心
で
す
。
ひ
ば
り
野
西
高
校
で
は
希
望

者
を
募
っ
て
高
校
の
部
活
動
と
連
動
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
幅

広
く
活
動
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
ダ
ン
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
専
任
コ
ー
チ
と
し
て
お
迎
え
す
る

予
定
で
す
。

　

ひ
ば
り
野
西
高
校
で
は
既
存
の
部
活
動
以
外

で
も
仲
間
と
と
も
に
新
し
い
部
活
動
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
奨
励
し
、
応
援
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
校
が
め
ざ
す
「
自
ら
考
え
、
行
動

し
、
創
り
上
げ
て
い
く
」と
い
う
「
探
究
精
神
」を

部
活
動
に
も
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
と
の
協
働
・
貢
献
と
も
連
動
さ
せ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
や
ア
ニ
メ
・
イ
ラ
ス
ト
部
な
ど
の
文

科
系
部
活
動
も
積
極
的
に
奨
励
し
ま
す
。
さ
ら

に「
未
来
応
援
部
」と
称
す
る
部
活
動
も
創
る
予 ひばり野西高校新寮完成予想図

五戸町多目的グラウンド完成予想図

ひばり野西高校管理棟

定
で
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
や
っ
て
き
た（
あ
る
い

は
今
か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
）個
人
で
行
う
競

技
、
習
い
事
や
芸
事（
民
謡
や
踊
り
）な
ど
を
部

活
動
と
し
て
学
校
が
積
極
的
に
応
援
し
て
い
く

体
制
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
の
志

や
夢
の
実
現
を
部
活
動
の
枠
組
み
の
中
で
も
し
っ

か
り
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

４ 

ひ
ば
り
野
西
高
校

　
　
　
　
　
新
校
舎
へ
の
改
修
と
設
備
の
新
設

　

五
戸
町
か
ら
校
舎
を
無
償
譲
渡
し
て
い
た
だ
き
、

設
備
等
の
改
修
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
完
備
し
、

全
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
に
対
応
す
る
整
備
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ひ
ば
り
野
西
高
校
に
新
し
い
寮
を
建
設
し
ま
す
。

一
人
一
部
屋
で
、
大
浴
場
や
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
、
既

に
改
修
済
み
の
生
徒
会
館
の
大
食
堂
も
加
え
、
部

活
動
を
含
む
学
習
活
動
に
取
り
組
む
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

　

前
述
し
た
相
撲
部
の
創
部
に
あ
た
り
、
学
校

の
近
接
に
稽
古
を
行
う
道
場
を
建
設
す
る
予
定

で
す
。
安
全
管
理
を
徹
底
さ
せ
、
地
元
の
み
な

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
を
造
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

旧
五
戸
高
校
野
球
場
跡
地
に
は
五
戸
町
が「
五

戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
」を
造
成
し
ま
す
。
本

校
の
部
活
動
の
活
動
拠
点
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
町
と
し
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
つ

施
設
に
し
た
い
と
い
う
お
考
え
が
あ
り
、ひ
ば
り
野

西
高
校
と
し
て
も
積
極
的
に
協
働
し
て
い
き
ま
す
。

　

五
戸
川
の
流
れ
を
望
む
、
緑
に
囲
ま
れ
た
根
岸

の
地
に
、
五
戸
町
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、「
教
育
の
町　

五
戸
」に
ふ
さ
わ
し
い

希
望
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
造
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

八戸学院ひばり野西高等学校　開校に向けて

八戸学院ひばり野西高等学校開設準備室
室長　山口　吉彦

５ 
結
び
に
か
え
て

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
教
職
員
生
活
の
半
分

に
あ
た
る
18
年
間
を
五
戸
町
で
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
五
戸
町
の「
よ
さ
」や
町
民
の

皆
さ
ん
の「
あ
た
た
か
さ
」を
体
感
し
て
、
教
員

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

法
官
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
た
法
人
の
教
育
に

対
す
る
熱
い
思
い
と
、
五
戸
町
の
熱
い
思
い
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
、
開
設
に
携
わ
れ
る
こ
と
が
で

き
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
二
度
に
渡
る
赴

任
の
中
で
、
最
初
に
担
任
し
た
生
徒
の
子
息
を
二

度
目
の
赴
任
で
担
任
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験

も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少
子
化
が
叫
ば

れ
る
中
で
す
が
、
最
初
に
受
け
持
っ
た
教
え
子
の

お
孫
さ
ん
が
志
望
し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
魅
力
あ

る
、そ
し
て
地
域
を
支
え
、
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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八戸学院グッズに新たな商品が
仲間入りしました

　プライベートはもちろん、仕事にも使えるユーティリティバッグとクールビス期間や部活動の
応援など多くの場面で着用が期待される新デザインのはちがくポロシャツです。
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法
人
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表
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胸元にゴールドで縁取られたインフィニ
ティマークをあしらったロゴをプリント
しました。ロゴは程よい大きさでシンプル
ですがとても印象的です。
※ポロシャツの素材、価格、サイズ、カラーは
従来のデザインと全く同じです。

◆素　　材／吸汗速乾でサラッとして
通気性が良いドライポロ
シャツ

◆販売価格／￥1,800（税込み）
◆サイズ展開／SS ～ 5L（男女兼用）
◆カラー展開／ホワイト・ブラック

ネイビー・エンジ

ポロシャツ

マチ付のポリエステルバッグで、厚みのある書類も
安心収容可能！トートバッグでも活躍が期待できる
普段使いに適したバッグです。

本体／約 300×360×140（mm）・刺繍

ユーティリティバッグコンビ（L）


